
この取扱書では安全にご使用いただくため、特にお守りいただきたいことを
次のマークで表示しています。

このたびは、レクサス純正 「ロング ラゲージ マット」をお買い上げいただき
ありがとうございました。
ご使用前に必ずこの取扱書をお読みいただき記載された内容に従って正しく
お使いください。

取扱い上の注意事項

本品取扱い上の注意事項

タイヤハウスコーナー部でしわ、たるみ等ができますが、使用上問題は
ありません。

１.

裏返しての使用はできません。２.

リヤシート背もたれを倒したり起こす時はロング ラゲージ マットのファ
スナーを最後まで開いてください。
ファスナーの破損の原因となります。

３.
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スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたい
ことを記載しています。

・・・

・・・

注意事項を守らないと車両や装備品が破損する等の恐れがある
ことを記載しています。
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取付概要

２

リヤシートバックの片側を倒した状態

リヤシートバックを起こした状態

リヤシートバックを倒した状態

■ 2026年5月以前

■ 2026年6月以降



ヘッドレスト

ファスナー

スリット

リヤ中央席

デッキボードの
ストラップ

デッキボードの
ストラップ

使用方法
１. 

ロング ラゲージ マットのファスナーを
最後まで開いてください。

ロング ラゲージ マットの穴にヘッドレ
ストを通します。

(2)

ロング ラゲージ マットの後端部を持ち
上げます。

(3)

ロング ラゲージ マットのスリットに、
デッキボードのストラップを通します。

(4)

ラゲージルームの形状に合わせながら
ロング ラゲージ マットを元にもどして
ください。

(5)

(1)

リヤ中央席のヘッドレストは片側のみ
ロング ラゲージ マットの穴に通して
ください。
ロング ラゲージ マットのファスナー
は、必ず最後まで開いてください。
途中で止めておくとリアシートバック
を倒したり起こす時にファスナー破損
の原因となります。

ロング ラゲージ マットの取り付け
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たるませる

マット本体

トノカバー

乗り上げている

マット本体

トノカバー

２. 

ラゲージルームの形状に合わせながら
ロング ラゲージ マットを敷きます。
その時、リアシートバックの裏側は左
図の様にたるませます。

(1)

リヤシートバックを起こして使用
する場合
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リヤシートバックを起こした際に、
トノカバーの上にロングラゲージマット
が乗り上げた場合は、左図のように整え
てください。



マット本体

マット本体

リヤシートバックを動かす時は必ずファ
スナーを最後まで開いてから動かして
ください。
途中で止めておくとファスナー破損の
原因となります。

３. 

リヤシートバックを前へ倒します。

リヤシートバック（ラゲージ面）の形状
にロング ラゲージ マットを合わせ直し
てください。

(2)

ファスナーを最後まで閉めてください。(3)

(1)

リヤシートバックを倒して使用する
場合

ロング ラゲージ マットのファスナーが
最後まで開いているか確認してください。
途中で止めておくとファスナー破損の
原因となります。

左右どちらか、片側だけでもシートアレ
ンジに対応できます。

４. 

ロング ラゲージ マットのファスナー
を最後まで開いてください。

リヤシートバックの片側を前側へ倒し
ます。

(2)

リヤシートバック（ラゲージ面）の形状
にロング ラゲージ マットを合わせ直し
て下さい。

(3)

(1)

リヤシートバックの片側を倒して
使用する場合
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図１

使用方法 １. ロング ラゲージ マットの取り付け

先にシート取り付け位置のヘッドレストを外しチャイルドシートを確実に固定して
ください。
また、ロング ラゲージ マット表面にあるマーク（図１）は車両側に【ISO FIX】
チャイルドシート固定用のトップレザーアンカレッジが設定されていることを
示しております。
トップテザーアンカレッジへのベルト固定もロングラゲージマットを取り外した
状態で行ってください。

次に本書 手順を行ってくだ

・

・

レクサス純正チャイルドシートと併用する場合

ご不明な点はお買い求めのレクサス販売店へお問い合わせください。

６

さい。


